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旨
近世封建 社会1(訟いては、#同 体の糠能が分化 し、共同体 は掴 々の契機 ごとに形成 される。従
一て、共同体的 な社会関係は存 在して も、農業生産のあ らゆる条i牛を包括す る、いわは中世的 な
村落#同 体は なくなる。 これは中世に くらべて4)近世封建社会の一つ の特性である。 このため、
村落武家声農村=農 業 を離れ城下町 に集住 し、土地 所有は大 名領主 に集 中し、領主 と家臣 との関
係が土地の分割 給付を媒介 とす る関係 ではな くなり、家臣は領主か ら俸緑米の給 辱を受け、大名
の行政官僚 。地代収取 のための権力機構 を構成す るにす ぎな くなるG
中世的 な村落其同 体が解体 し村落 武家が土地か ら離れたあ とには、政 治上 ・行政.上の 目的 で村
が設定 され村役人が指名され る。 このため、第一に村 を構威す る村民か ら離れて村が人絡を もち、
独 自の機能を営むに至 る。第こに この村が 山林原野の利用 。水荊権iなどの主体とな り、 あたか も
其同体で あるかの ような擬制 を うけ とる。
本論文に澄い ては、右の観点か ら近世封甦社会の歴史的性権 を村落の側か ら検 討するため、主
に近世末期を対象に、其同体 としての村落構造 。行政村 としての村の果 す機 能を、南部藩煙山村・
諏訪藩今井 村 ・紀州藩九木浦につい て倹討 した。生産力の変化が村落構造 に及ぼす影響 を追求す
るため南部藩(岩 手県)に ついては一部近代にまで分析が及ん でい る。 ・
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論 文 審 査 結 果 り 要 旨
本論文 は 「幕末期 を中心 とする村落構造の一考察 」と題 されているが、具体的には主 として諏
訪譜今井村についての研究であるQ
提出者は先に 自ら秀加 した南 部溜塵山村の共向概究 と、そ の中で担当執筆 した部分 と、後に加
2た研究 を薦一編論 二.編で述べた あと、今井村に主力 を置い た。最後 に紀州藩尾鷲継九 木浦 の研
究を加鳶ているo
比較的 に古い彩態 ・構造 を持続 した煙山村 と、同時点に澄いて藺品経 済の発達が著 しい今井 村
と、対 比させなが ら、今井 村の構造 分析 を行 ったのは適当であ'・た。
第三編の第一章に澄い て、煙山村 と対 比する今井 村の溝造 を叙述 し、江戸村落共同体 の本質に
せまろ うと してい る。今井 村の共同 体的諸関係は必妾 なすべ ての面か ら倹討 され、その意図は成
功しているとい菊 よ う。
次いでこの共同体組織 をふま陵て、煙山村にはお・くれていた商 品流通 の展開が今井 村に 見られ
ることを追 求す る。まず江戸時代 中期の中馬 ・牛方 を媒介 とす る名主今井家の夷態 を調べて、貞
租 の余剰米 の売却 と塩 その他の購入 、それ砿 商品の今井家へ の集 中また今井家から村民への譲与や販
売などの構造 をえがき出 臨 中馬等の行動 により商品流通 を景的にとらえた従来の研努は遠隔地に流通し
た商品量 を知るにとどま り、商品売買の内 面的諸関係 までは明 らかにな し得 なか った。蘭品が村落
内部か ら出され、また内部に浸透す る構造 を共同体諸関孫を遜 じて把握 した。 この ことは、極 め
て重要 であ り、ひいて封建制下に澄ける商品流通 の構造一般 の理解 のための礎石 をつ くりあげ た
ともいい うる。つづいて、順次に渚規制が強化され なが ら、事 実は農 村内都に 「在 見世 」や行商
が発達 してゆき 、商品流通 の構造 がさ らに発展 し、 それにともな う封建的共同 体が分解 して ゆ く
とい うメカニズ ムを動態的 に実証 し得たのは、大 きな意味 を もつ。その展開は、結局、貢租米 を大
きく.上廻 る余米の生産(石 高制 と:米の生産力の関係)そ の他各 種の農業生産物の増大を基本 とし
なが ら、小作人が直接 に商晶経 済に人り、 自立する とともに余菜 または賃銀の堰入 を求 め、一方
名主 は家族的・ト農家 を放 出 しなが ら、地 主化 してゆき、地主 ・・卜作人に分解 してゆく経過 など、
封建制分解過程 に関す る諸問題 を詳調に具 体的 に遺 究 し得た。
さらに貢租 。夫 役につい ても通説 を排 して、共同体 の分解の線にそ って、その変 化を示 した。
最後に、紀州の}村 についてのべて終 るo
本論文 におけ る問題の実証は.む しろ篤 くべ きものである。それは幸いに史科 の豊富 さにめ ぐ
まれ たか らだが、豊 富であるだけ、それを解読 し、 分析 し、方向を語 らずしζ、いわ勘 る幕末 の封
雄割 の分鉾 のζ縫 的 ・動白勺理 解 を厭 て、観念的 になりやつ嘱 鍛 蟹糊 壌過程 の論諏 て、血肉を
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加2て 修正をも要請 しているのは現学界に診いて珍 らしく、寄与す るところは極めて大 きい。
以 上に:よって、本粛文提出者 は、経 済学博 士の学位 を毒 うるに値 す る。
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